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 2025大学院Ⅱ期_後期課程（外国語・日本語） 

以下の問題１、問題２について解答しなさい。 

 

問題１．次の日本語の文章を読んで、あとの設問に解答しなさい。 

 

 多くの企業は、社内の従業員や社外の各種ステークホルダー（ Ａ ）に対して、商品・サー

ビスの宣伝や経営情報などの基本情報を発信する。昨今ではそれらに加え、企業の（ Ｂ ）や

経営の方向性について発信されることも多い。それらの発信内容は大きく二つに分類され、一つ

は企業がどのような考え方で、何を目指しているのかを示すゴール（To be）系であり、他方はそ

のゴールを実現する上で求めるための要件（Should be）系である。 

 前者には、企業の①しそうや哲学を要約したミッションや経営理念、中長期的な企業の

（ Ｂ ）をより具体的に記述したコアパーパスやビジョン、さらには中長期的、具体的な企業

戦略・戦術などがあり、後者は組織として大切にする価値観や風土を示すコアバリュー、担当ポ

ストに求められるリテラシーや専門能力などの要件を定義したジョブ・ディスクリプションなど

がある。また企業内部の、例えばマネジメント職や新入社員導入教育など特定の②かいそうやグ

ループに向けたものも要件系の発信と言える。要件系の内容はゴールを実現するためのものであ

り、人材開発や組織開発は従業員がその要件の向上を支援するものであり、要件系と十分に整合

したものである必要がある。 

 ところで、企業と従業員とは一種の（ Ｃ ）にある。従業員は企業の目指すゴールを実現す

るために成果を出し、企業はその成果に応じて対価を提供する。企業はそのゴール実現のために

価値を提供してくれると思われる人材を雇い、一方で個人は自分の価値観や目的に沿った企業を

自由に選ぶことができる。（ア）雇用者と被雇用者とが完全に対等な関係性のもとで結ばれるの

が、雇用関係の本来の姿と言えるだろう。 

 しかしながら、長きにわたり多くの日本企業においては、終身雇用制や年功序列型の考え方が

根付いており、企業と従業員は③暗黙のうちに一生添い遂げる「結婚」にも似た感覚が常識であ

った（結婚の概念も昨今変化してきているが）。企業は家族であり、従業員は家族の一員であ

り、また年齢とともにその従業員の価値は上がる。このような企業文化が、本来対等であった関

係性を、従業員が企業に依存する形へと変化させていった。おそらく、この形態が当時の多くの

日本企業に適していたのであろう。実際バブル経済が④崩壊した1990年代前半までは、この形態

を取る日本企業は⑤隆盛を極めていた。 

 ところが、インターネットの普及による情報のグローバル化の進行や、企業自体がグローバル

化することにより、（イ）個人が一生を一つの企業で過ごすのではなく、自分自身のキャリアと

して仕事を捉える考え方へと変わってきた。企業もまた中途採用を積極的に行い、転職や副業を

⑥じゅようするなど、個人の価値観の変化に応じて変化していった。 

 この変化に後れを取ったことが⑦唯一の原因ではないにせよ、現在の日本企業がかつての輝き

を失った一因であると考えられる。新卒者を採用し、時間を掛けて人材を育成し、それによって

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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企業経営に⑧こうけんしてもらうという家族的な考え方だけでは、価値観が多様化する社会で生

き延びることは難しいのである。環境の変化に⑨てきおうできない企業が⑩淘汰されていく一つ

の事例と言えるのではないだろうか。 

 この変化に伴い、人材育成のための投資に対する考え方も変える必要があろう。一生掛けて従

業員を育成する家族的な発想に基づく人的投資は、（ Ｄ ）が高まるほどその投資効率は低く

なる。長年、育成のために投資してきた人材が去ってしまうだけに当然の結果である。そのた

め、経営陣にとって人的投資への優先順位が下がるのは自然な流れのように見える。ところが現

実には、現在世界で優良企業とされる企業の人的投資は、成長性の低い日本企業の平均と比較し

て各段に大きいのである。但し、今までと同様な考え方の延長線上で投資額のみを増やすのでは

なく、現代企業における人的投資の目的・役割を改めて理解して投資していくべきである。 

 

出所：（貴志俊法著『人と組織による実践経営学』PHP研究所刊より一部抜粋・改変） 

 

設問１．文章中の下線部①～⑩の語句について、漢字は読みがなに、ひらがなは漢字に変え、そ

れぞれ解答欄に記入しなさい。 

 

設問２．文中の空欄（Ａ）～（Ｄ）に入る言葉として最も適当な語句を次の語群から選び、番号

を解答欄に記入しなさい。 

     1. 人事考課制度    2. 人的流動性    3. 対外関係    4. 契約関係 

     5. 利害関係者     6. 対価関係      7. 物的流動性   8. 存在意義 

 

設問３．波線下線部（ア）について、どのような意味なのか、100字程度で具体的に述べなさ

い。 

 

設問４．二重下線部（イ）について、あなたなりの解釈を、具体的な例を挙げながら200字程度

で具体的に説明しなさい。 

 

設問５．本問の最後（下線部）にある、「現代企業における人的投資の目的・役割」について、

あなたの考えを200～300字程度で具体的に述べなさい。 

 

 

  

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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問題２．次の日本語の文章を読んで、あとの設問に解答しなさい。 
 

 しばらく前まで、経済が発展すれば世界は民主化に向かうのだという共通の認識がありました。

しかし、経済成長で問題を解決しようとする新自由主義が格差の拡大などによって限界をみせ、

西欧発祥の様々な価値観が信頼されなくなりつつあります。価値観の揺らぎのはざまで中国やロ

シアなどの①きょうけん主義が台頭し、人類はかつて持っていた方向感覚を失っています。 

 哲学者カール・ヤスパースに②倣って、紀元前の１０００年紀を（Ａ）「軸の時代 (Axial age)」

ととらえることがあります。宗教や哲学など、その後２０００年以上続く世界の精神文化の基盤

がこの時期に現れました。③啓蒙主義から始まる民主主義や自由主義もその延長にあるのですが、

それらがいよいよ④懐疑的に見られるなかで、世界は共通の新たな価値を⑤もさくする第二の軸

の時代に入っているとみることもできます。 

 今は勝った者が偉いという⑥覇権主義に様々なレベルで意識が傾いています。しかしその先に

希望がないわけではない。ＳＤＧｓ、ノーベル平和賞や核兵器禁止条約などグローバルな市民社

会の世論は存在しています。それは新しい「軸」を先取りするものなのかもしれない。人類社会

はふらつきながらではあるが、前に進もうとしています。論理を超えた信仰を扱う宗教学の観点

からは、そういうものが見えてきやすいところがあると思います。 

 ⑦「りた」が盛んに言われるようになってきたのも世界的な変化です。今の⑦りたは成長で

人々の不安をごまかせなくなるなかでの現実的な選択肢という性格を持っています。 

 社会⑧きぎょうかが増え、子ども食堂が広がるのもそう。地に足の着いたことがらを大事にし

ようという意識は、次の時代に向かう大きな世論と通じています。新型コロナウイルス禍の１年

目に配られた１０万円を寄付に使ったのは若い人が多かった。⑦りたを唱える人もそうですが、

そういう価値観は若い層で一定の支持を受けはじめました。 

 経済の分野では、事業に⑦りたなどの理念を問うて、また、ある種、孤独なところがある中小

企業の経営者を集めて心のよりどころを授けてきた稲盛和夫さんは偉いと思います。いまはリス

クを取ってもうけた者が⑨いばる風潮ですが、次の軸は何かという観点から見ると、私は稲盛さ

んのほうが新しいと感じます。 

 １９９０年代には日韓の研究交流が盛んで私もその中にいた。中国も入り、日中韓の学術交流

から世界に何か発信できるのではないかという希望があった時代です。これが今は、日本でいえ

ば嫌中嫌韓といわれるような距離ができて、さらにコロナで学術交流にも障害が出ています。 

 今こそ世界の理念に独自の貢献をする発想が強まっていいはずなのです。節度を持ってお互い

が譲り合える社会を構想していかなくてはいけない。理念不在の心の空白には、⑩偏狭なナショ

ナリズムが入り込みかねません。第二の軸の時代、新しい文明を作っていこうというときに、従

来支配的だった西洋の文明とは違う声を、アジアからも響かせていく意味は増しています。 

（出所：2023年 2月 13日付 日本経済新聞 夕刊 より抜粋・改変） 

 

設問１．文章中の下線部①～⑩の語句について、漢字は読みがなに、ひらがなは漢字に変え、そ

れぞれ解答欄に記入しなさい。 

 

設問２．波線下線部（Ａ）とは、どのような時代か、２０字程度で説明しなさい。 

 

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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設問３．この文章の筆者はどのような学術分野の人だろうか。○○学のように、その学術分野を

一語で示しなさい。 

 

設問４．筆者によると、次の第二の軸はどのように探究すべきだとしていますか。文意に沿って

５０字程度で説明しなさい。 

 

設問５．この文章にタイトルをつけるとしたら、どのようなタイトルになるだろうか。あなたが

考えるタイトルと、その理由を、２００字程度で述べなさい。 

 


